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◼ 【重要①】事前のウイルス検査の実施、体調管理の記録及び提出について 

ウイルス検査を必ず事前に実施し、陰性であることを確認してから移動及び来場をすること。万が一「陽

性」の判定が出た場合は絶対に会場へ移動せず、然るべき措置（保健所への連絡～対応）を行い、大会事務

局まで連絡をすること。 

以下の期間における体調管理をチェックし、各自において記録を付けることを推奨する（提出は求めない）。 

• 競技会前 14 日間 2022/6/11(土)〜6/24(金) 

• 競技会当日の朝 2022/6/25(土)〜6/26(日) 

※ 競技会当日（2 日間とも）は、検温とウイルス検査結果の提示を必ず実施してください。 

※ 検温結果に異常がある、ウイルス検査結果の陰性が確認できない、当日の問診等で体調不良であること

が発覚した、などの場合、競技会会場への入場をお断りし、ご帰宅いただく場合があります。 

 

◼ 【重要②】競技会運営体制と感染対策について 

感染拡大防止のため、各チームは以下のことを遵守すること。 

• 「行動制限」を参加者全員が守ること（別紙参照）。 

• 体調が少しでも優れない者は、競技会場への来場を控えること。 

• 手指消毒の徹底 ※競技会場に手指消毒剤を設置する（主催者手配）。 

• 競技に出場する時以外は原則としてマスクを着用すること。 

• 各チームの待機するテント等でも、密集・密接・密閉を避け、大きな声での会話は控えること。 

• 競技観戦中、音の出る鳴り物の使用や大きな声での声援は禁止する。拍手にて応援をすること。 

• 昼食時など食事をとる際には「黙食」を心掛け、密集や密接した状況での食事とならぬように配慮す

ること。 

• 来場後、体調が優れなくなった者はすぐに大会本部まで申し出ること。 

 

◼ 【重要③】会場利用について 

競技会会場となる白浜大浜海岸は多くの人々の利用が予測される。２日間、そのエリアを占有することを認

識し、以下のことについて十分注意すること。 

• 通路の利用 

・通路では左側通行を心がけ、立ち止まったり広がったりしないこと。 

・通路での器材運搬には十分注意すること。 

• 波乗りのルールとマナーの認識 

• ゴミは必ず各自/各チームで持ち帰ること。 

• 違法駐車は絶対にしないこと。 

※ 競技会期間中及び事前事後の会場での練習等を通してライフセーバーとして恥ずかしくない行動を心

がけてください。違法駐車やごみの投げ捨て、リーシュコード未装着などのローカリズムに反した波乗

りや練習等、地元の人々にご迷惑をかけないように心がけてください。会場までの往復での事故等にも

十分注意してください。ごみは各チーム、各人でお持ち帰りください。 

 

◼ 競技役員配置 

別紙「競技役員配置表」を確認すること。 

 

◼ 集合日時及び競技役員会議 

全ての競技役員（スタッフ含む）は、必ず出席をすること。但し、交通事情等によりやむを得ず集合時間に

間に合わない場合は、あらかじめ本協会事務局まで連絡を入れること。 

【日時】 2022 年 6 月 25 日(土)：AM10 時 00 分集合 ／ 6 月 26 日(日)：AM7 時 30 分集合 

【場所】 競技役員テント（会場図参照） 

 

◼ タイムテーブル 

この事業は、公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業の助成金を受けて実施しています 



別紙「タイムテーブル」を参照すること。 

 

◼ 持ち物・ユニフォーム 

• テクニカルオフィシャル 

 マスク（予備含む）、認定審判員ユニフォーム【帽子、審判員ユニフォーム上衣（ポロシャツ：白）、

審判員ユニフォーム下衣（短パン）】、ライフセービング競技規則<2021 年版>、靴、靴下、笛、筆記

用具（ペン）、雨具・防寒着（所属団体／クラブの名前が入った防寒着等は不可）を各自で持参する

こと。サンダル等（クロックスサンダル含む）は不可とする。 

 サーフエリア担当の場合、競技運営の都合で海へ入水する可能性があるため、上記準備物と併せて、

水着、ウェットスーツ、ラッシュガード等も各自で用意すること。 

 IRB ジャッジ担当の場合、動きやすい服装であれば服装の指定はない。水着、ウェットスーツ、ラ

ッシュガード、雨具・防寒着（いずれも所属団体／クラブの名前が入った物は不可）は各自で用意

すること。上記審判員ユニフォームも必ず持参すること。 

 競技会中の貴重品の管理は各自で行うこと。 

 競技会中は両手の空くウエストポーチ等を活用すること。 

※2019 年度より認定審判員ユニフォームの配布支給はしない。各自で購入手配するか、予め各団体／

クラブや知人からの借用をする等において、用意すること。 

• スタッフ 

 マスク（予備含む）、総務関係（接遇係、広報係、催事係）の担当者は特に指定はしないが、接客を

行うことが多くなるため、チノパン、ポロシャツ（白色、紺色又は黒色）、靴、靴下、雨具・防寒着

（所属団体／クラブの名前が入った防寒着等は不可）、などを各自で持参すること。 

 テクニカルオフィシャルの補助業務に就く者は、白色のポロシャツ、紺又は黒色の短パン、靴、靴

下、笛、筆記用具（ペン）、雨具・防寒着（所属団体／クラブの名前が入った防寒着等は不可）を各

自で持参すること。サンダル等（クロックスサンダル含む）は不可とする。 

 安全・器材担当の場合、動きやすい服装であれば服装の指定はない。水着、ウェットスーツ、ラッ

シュガード、雨具・防寒着は各自で用意すること。 

 

◼ 競技会に関する情報伝達について 

競技会専用の SNS を活用し、競技会関係各位へ 2 次的に情報提供をするため運用を行う。下記のタイミン

グで情報発信をする予定である。 

1. 2022/6/24(金) 13 時頃 

2. 2022/6/24(金) 21 時頃 

3. 2022/6/25(土) 安全対策会議終了後 朝 8 時頃 

4. 2022/6/26(日) 安全対策会議終了後 朝 7 時頃 

JLA Lifesavingsport Facebook ページ https://www.facebook.com/jla.lifesavingsport/ 

 

◼ 式典／表彰式 

混雑や密集を回避するため、開会式及び閉会式は実施しない。ただし、種目別の表彰に関しては、競技と並

行して実施をする予定である。時刻等はタイムテーブルを参照のこと。 

 

◼ オフィシャル宣誓 

式典の未実施に伴い、本競技会では選手宣誓及びオフィシャル宣誓は割愛する。 

 

◼ 競技者番号 

本競技会に出場登録している全ての競技者に、競技者番号を付与している。もし競技者から問われた場合

は、別紙「エントリー確認データ」を閲覧するように促すこと。 

※ 競技者番号は、別紙「エントリー確認データ」に記載・公開をしている。 

 

 

◼ 競技会会場 

別紙「会場図」を参照すること。 

各チームでテントを設置する場合、会場図に記載のある指定エリア（選手テント）内に、各チーム協力のも

とで設置すること。また、各チーム同士のテントが近くならないよう、十分な感覚をとり、かつ整列をして

設置すること。 

※ 良識ある範囲で対応をしてください。テントの破損や盗難などに対して主催者は一切責任をもつことは



できませんので、あらかじめご了承願います。また、テントが飛ばされないように、砂袋や重りなどを

テントに取り付けるなど、強風対策の補強を確実に施すようにお願いいたします。 

 

◼ 会場駐車場 

宿泊先がある場合は、その宿泊施設の駐車場を優先して利用すること。 

もしくは、「原田区営駐車場」（有料）を利用すること。なお、「原田区営駐車場」を利用する場合は、各日

18:30 までには必ず出庫すること。 

原田区営駐車場→https://goo.gl/maps/p2afHJAaqoQEZtqt7 

事故や盗難等の損害についての責任は主催者及び駐車場管理者では負いかねるため、十分注意すること。 

※ 各チームでの競技器材やテント等備品の積み下ろしは、駐車場内で実施してください。 

※ 駐車スペースには限りがあります。また一般来場者も使用します。絶対に違法駐車はしないでください。 

 

◼ 食事 

• 2022/6/25(土) 昼食（会場）・夕食（宿泊者のみ宿泊施設にて） 

• 2022/6/26(日) 朝食（会場）・昼食（会場） 

 

◼ 宿泊 

ホテル伊豆急（本館/旧館） 

〒415-0012 静岡県下田市白浜 2732-7 電話：0558-22-8111 

◇部屋割りはフロントにてご確認ください。審判員のお部屋は他の審判員との相部屋となります。 

◇宿泊をキャンセルされる際は必ず事務局までご連絡願います。宿泊前日または、当日に宿泊をキャンセ

ルされた場合は、キャンセル料をいただく場合もございますのでご了承ください。 

◇25 日（土）の夕食は、17 時 30 分～20 時終了です。なるべく 19 時までに入場をしてください。 

◇26 日（日）チェックアウト後のお荷物はホテル大広間に保管可能です（ただし自己責任にて）。 

◇宿泊者に限り、26 日（日）夕刻に入浴利用が可能。チェックイン時に希望者へ入浴チケットをフロント

受付でお渡しします。 

◇感染防止として「布団敷きは各自にて」お願いいたします。 

 
 

 

 

 

https://goo.gl/maps/p2afHJAaqoQEZtqt7


 
 

＜宿泊リスト↓＞ 

 
 

◼ 医務体制／トレーナーステーション 

会場内に医師及びトレーナーが待機している。競技会中、万が一体調が優れなくなった場合は、競技会スタ

ッフに申告すること。なお、簡単な応急処置ができるように各チームで FA ボックス等を持参することを推

奨する。 

 

◼ 緊急時・災害時の対応 

救急搬送の要請など消防への通報や、警察への通報は原則として大会本部が行う。もし通報が必要な場合

は、必ず大会本部まで連絡をすること。 

また、競技会中の地震や火災等の発生により、必要に応じて競技会の即時終了指示や避難指示を、大会本部

から出す場合がある。その際は指示に従うこと。 

 

◼ 撮影規制 

競技会における撮影は、以下の通り撮影規制を設ける。各チームは必ず遵守すること。 

• 競技者または同チームの人の場合、必ずチームユニフォームを着用すること。 

• 保護者などの場合、大会本部にて確認事項に同意の上、受付を済ませた後、撮影許可証を配布する。

撮影許可証を常に提示すること。撮影者には、必要事項記入のうえ署名、身分証明証を提示する必要

がある。 

• 撮影した写真等は記録や記念で個人やチームで楽しむ範囲で留めてください。チーム広報の観点で、

SNS サイト（Instagram、Facebook、など）へ掲出したい場合、誤解を招く内容や撮影となっていない

か、よく検討すること（例：マスク未着用かつ大人数での密集状態となっている、マナーやモラルに

反している、など）。 

競技会場内にて盗撮等、不審人物を見かけた場合は、すぐに大会本部まで知らせること。盗撮等防止への協

力をお願いしたい。なお、競技会規程により、競技会中に主催者が撮影を制限したり、拒否したりすること

があり、撮影した記録の提出を求める場合がある。 

 

◼ 貴重品の管理 

貴重品は各自／各チームで管理し、盗難には十分に注意すること。 

 

◼ 忘れ物・落とし物 

競技会当日の忘れ物・落とし物で大会本部に届け出のあった物は、大会本部で保管する。競技会終了後は本



協会事務局で 1 週間保管するが、その後は連絡なき場合は処分する。 

 

◼ その他 

• 競技会期間中及び事前事後の会場での練習等は、十分に注意をして実施すること。海岸には一般利用

者も居るため、配慮をして利用すること。 

• 各自が出したゴミは各自で持ち帰り処分すること（支給する昼食等を除く）。 

• 競技会場以外の場所（道路や会場から離れたトイレ等）に出る時は、水着やバスタオルを巻いた姿で

歩き回らず、衣類を必ず着用すること。一般常識をわきまえ、周囲に失礼のないようにすること。 

• ゴミ削減のため、「マイコップ」を持参すること。 

• 感染予防のため、食事以外は常にマスクを着用すること。 

 

◼ 事務局からのお願い 

競技会前日の 6 月 24 日(金)13:00 頃より競技会会場の準備設営を行います。お手伝いいただける方は、6 月

23 日(木)までに事務局までご一報いただけますと幸いです。屋外での作業となりますので、動きやすい服

装もご準備願います。競技会運営にご協力をお願い申し上げます。 

 

 

◼ お問い合わせ 

公益財団法人日本ライフセービング協会事務局 

〒105-0013 東京都港区浜松町 2-1-18 トップスビル 1 階 

TEL：03-3459-1445（対応時刻：平日 12:00〜18:00） 

FAX：03-3459-1446 

E-Mail：compe@jla.gr.jp 

LIFESAVING SITE：https://ls.jla-lifesaving.or.jp/ 

mailto:compe@jla.gr.jp
https://ls.jla-lifesaving.or.jp/

